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本日の会議に付した事件 

 

                       令和元年第２回山元町議会定例会（第１日目） 

                       令和元年６月７日（金）午前１０時 

 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 提出議案の説明 

日程第 ４ 報告第 ４号 専決処分の報告について（工事請負契約金額の変更） 

日程第 ５ 報告第 ５号 繰越明許費繰越計算書について（平成３０年度山元町一般会計） 

日程第 ６ 報告第 ６号 事故繰越し繰越計算書について（平成３０年度山元町一般会計） 

日程第 ７ 報告第 ７号 山元町水道事業会計予算繰越計算書について 

日程第 ８ 報告第 ８号 山元町下水道事業会計予算繰越計算書について 

                                             

午前１０時００分 開 議 

議 長（阿部 均君）ただいまから、令和元年第２回山元町議会定例会を開会します。 

      これから本日の会議を開きます。 

      本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。 

〔議事日程は別添のとおり〕 

                                             

議 長（阿部 均君）日程第１．会議録署名議員の指名を行います。 

      会議録署名議員は、山元町議会会議規則第１２４条の規定によって、４番岩佐孝子君、

５番伊藤貞悦君を指名します。 

                                             

議 長（阿部 均君）日程第２．会期の決定を議題といたします。 

      局長に、お手元に配布しております会期日程案を朗読させます。 

事務局長（武田賢一君）はい、議長。会期日程案、月日、曜日、会議別、内容の順に朗読します。 

      ６月７日、金曜日、本会議、会議録署名議員の指名、会期の決定、提出議案の説明、

議案審議。 

      ６月８日、土曜日、６月９日、日曜日、休会。 

      ６月１０日、月曜日、常任委員会。 

      ６月１１日、火曜日、本会議、会議録署名議員の指名、一般質問。 

      ６月１２日、水曜日、本会議、会議録署名議員の指名、一般質問。 

      ６月１３日、木曜日、常任委員会。 

      ６月１４日、金曜日、本会議、会議録署名議員の指名、議案審議。 

      以上です。 

議 長（阿部 均君）お諮りします。 

      本定例会の会期は、会期日程案のとおり、本日から６月１４日までの８日間にしたい

と思います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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議 長（阿部 均君）異議なしと認めます。 

      本定例会の会期は、本日から６月１４日までの８日間に決定しました。 

                                             

議 長（阿部 均君）これから、議長諸報告を行います。 

      事務局長に、お手元に配布しております報告書を朗読させます。 

事務局長（武田賢一君）はい、議長。議長諸報告。 

     １．議会閉会中の動向 

      ５月１０日、仙南・亘理地方町村議会議長会議が開催され、出席しました。 

      ５月２３日から２４日、総務民生常任委員会が視察研修のため、千葉県流山市、栄町

を訪れました。 

      ５月２８日から２９日、全国町村議会議長・副議長研修会と県選出の国会議員との懇

談会が東京で開催され、副議長と出席しました。 

      同日２８日、宮城県町村議会議長会議が開催され、出席しました。 

      （総務民生常任委員会） 

      ５月２２日、委員会が開かれました。 

      （産建教育常任委員会） 

      ５月１７日、５月３０日、委員会が開かれました。 

      （議会運営委員会） 

      ６月５日、委員会が開かれました。 

      （全員協議会） 

      ５月２０日、６月４日、協議会が開かれました。 

     ２．請願（陳情）の受理 

      陳情３件が提出され、これを受理したので、その写しを配布しております。 

     ３．長送付議案等の受理 

      町長から議案等１８件が提出され、これを受理したので、その写しを配布しておりま

す。 

     ４．質問通告書の受理 

      議員８名から一般質問の通告があり、これを受理したので、その一覧表を配布してお

ります。 

     ５．監査、検査結果報告書の受理 

      監査委員から例月出納検査結果が提出され、これを受理したので、その写しを配布し

ております。 

     ６．説明員の出席要求 

      本定例会にお手元に配布のとおり説明員の出席を求めております。 

     ７．その他特に報告すべき事項 

      町長から工事請負契約締結の報告書が提出されたので、その写しを配布しております。 

      以上です。 

議 長（阿部 均君）これで議長諸報告を終わります。 

                                             

議 長（阿部 均君）日程第３．提出議案の説明を求めます。 

      この際、今定例会に提出された議案等１８件を山元町議会先例６７番により一括議題
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といたします。 

      町長齋藤俊夫君、登壇願います。 

町 長（齋藤俊夫君）はい、議長。改めまして、おはようございます。 

      本日ここに新庁舎において初めてとなる記念すべき令和元年第２回山元町議会定例会

が開会され、令和元年度一般会計補正予算案を初めとする提出議案をご審議いただくに

当たり、最近の町政の動向と各議案の概要についてご説明申し上げますので、議員各位

の一層のご理解を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

      震災から８年の歳月を経て、令和時代の幕開けとともに、待ち望んだ新庁舎での業務

を開始いたしました。先月１０日には、村井知事や議員各位を初め、国や県、町の関係

者、また、ご支援をいただいた各種団体の代表者など、約１５０名の皆様にご臨席を賜

り、盛大に開庁式をとり取り行うことができましたことに対し、改めて感謝申し上げま

す。 

      新庁舎の丸みを帯びたモダンな建物は、町民生活に直結する部署を１階に集約するな

ど、町民の利便性の向上や、開かれた空間を取り入れた構造となっており、海と山をつ

なぎ、人と人をつなぐ要となるタウンホールとして、新市街地を初めとした町並みと青

く美しい太平洋を眼下に臨み、復興のまちづくりを存分に感じることができるものとな

っております。 

      今後は、地域振興の拠点、復興のシンボルとして、町民に長く親しまれる庁舎となる

よう、職員一人一人が町民の視点に立った業務に取り組んでまいります。 

      次に、「住むならやっぱり山元町」をスローガンに、本町の最重要課題の一つとして、

重点的に取り組んでいる「移住・定住支援事業」についてですが、全国的に人口減少が

続いている中にあって、今年の３月末及び４月末現在の住民基本台帳人口が２カ月連続

で増加いたしました。 

      就職や学校入学など、異動が続く、例年人口が減少するこの時期に増加したことは大

変喜ばしく、県内最高水準の「移住・定住支援事業」が着実に実を結んできていると実

感しているところであります。 

      さらに、４月からは、若者の新婚・子育て世帯に、より重点を置いた制度にリニュー

アルし、４人世帯の場合では、最大で３７０万円の補助を受けることができる支援策を

構築しております。また、「子育てするなら山元町」をスローガンとした各種子育て支

援事業もあわせた相乗効果により、この人口増加が３カ月、４カ月継続できるよう引き

続き子育て支援の充実、移住・定住の促進に鋭意取り組んでまいります。 

      次に、農水産物直売所「やまもと夢いちごの郷」についてですが、おかげさまで、連

日多くの皆様にご利用いただいており、オープンから 4 カ月足らずで、来場者数が約３

６万人を記録し、売上金額につきましても、既に先月末現在で今期の目標額を上回った

ところであり、これもひとえに関係各位のご支援とご協力によるものと感謝しておりま

す。 

      また、この盛況ぶりは交通インフラの利用状況にも確実に出ており、山元南スマート

インターチェンジや坂元駅の利用者数について、施設のオープン以降の利用者が昨年同

時期と比較すると、確実に増加傾向にあるなど、直売所による波及効果が随所にあらわ

れているものと受けとめております。 

      これらオープン来のご愛顧に感謝を込め、今月２日には、イチゴのシーズン終了に合
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わせたやまもと夢いちごの郷「ふれあい市」が開催され、収穫の最終を迎えたイチゴや、

山元町ならではの商品を求めるお客様で大変にぎわいました。 

      このようなにぎわいが着実に実を結び、交流人口１００万人という大きな目標の達成

へ現実味を帯びてきております。町にとって明るいニュースが続いておりますが、今後

もチーム山元の総力を挙げて、活気とにぎわいを創出し、交流人口の拡大に向け、全力

で取り組んでまいります。 

      それでは、東日本大震災からの復興・創生に向けた最近の取り組みについてご報告申

し上げます。 

      初めに、交流人口１００万人を目指し、震災からの復興プロジェクトである交流拠点

とにぎわい創出の場、健康増進の場として整備が検討されているパークゴルフ場につい

てですが、これまでの市場調査結果の報告に続き、採算性調査結果として、ホール数に

応じた概算整備コスト及び収支予測、またパークゴルフによる多面的機能としての健康

増進効果や、交流人口の推定を踏まえ、総括的な事業可能性の判断についてまとまりま

したので、ご報告いたします。 

      採算性については、１８ホール、３６ホール、５４ホールの３つの規模を概算整備コ

ストや財源、運営方法、維持管理費、需要予測、収支予測、健康増進効果、交流人口の

整理等の項目で比較検討したところ、５４ホール規模の総合評価が健全運営可能と推測

され、施設整備の効果が最大であるとの調査結果となっております。 

      町といたしましては、今回の調査結果を踏まえ、今後の整備方針等の検討を進めてま

いりたいと考えております。 

      次に、東日本大震災の教訓等を後世の人々に伝承するとともに、防災・減災に対する

意識の高揚を図るため、震災遺構として整備を進めている旧中浜小学校についてですが、

先月入札手続を経て、業者が決定したことから、今議会において本契約に係る契約議案

をご提案しております。 

      次に、オリンピックを通じて、世界各国からの支援に感謝を示し、復興をアピールす

るという復興五輪を理念とした２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会

についてですが、来年７月２４日の開催に向け諸準備が進められております。 

      ４月に入り、大会チケットの販売方法や時期等の概要が発表されておりますが、今月

１日には東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会から聖火リレーのルー

ト概要が発表されました。 

      その内容としては、来年３月２６日に福島県をスタートし、４７都道府県を１２１日

間で約１万人がリレーする中で、県内では６月２０日から３日間にわたり沿岸部被災地

を中心にリレーされ、本町は２２日のスタート地点に決定されたものであります。 

      今後、具体的な内容が公表されることとなりますが、約１年後に迫ったオリンピック

の機運醸成に向けてその一翼を担うべく県の実行委員会等との連携を図りながら、ここ

まで復興が進んだ町の様子を、国内外にアピールする絶好のチャンスにしてまいりたい

と考えております。 

      次に、現在、歴史民俗資料館に移設・展示されている「合戦原遺跡の線刻壁画」のモ

チーフから生まれたキャラクター「せんこくん」が平成３１年３月２２付で特許庁から

商標登録を受けました。 

      今後地域の歴史を知る手段としてせんこくんを積極的に活用しながら、さらなる交流
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人口の拡大等に向けても幅広くアピールしてまいります。 

      次に、児童生徒にとって、よりよい学びができる環境の整備を目的に、検討を進めて

きた町内小・中学校の再編についてですが、教育委員会では、去る４月２５日に、第１

回の山元町立中学校再編準備委員会を開催し、３７名の方に委員を委嘱いたしました。

委員は、ＰＴＡや学校評議員をはじめ、同窓会や地域住民、学校関係の代表者及び学識

経験者等で構成されており、令和３年４月の新中学校の開校に向け、組織体制や役割分

担、今後のスケジュール等について協議、確認いただいたところであります。 

      再編準備委員会では、代表者会及び各検討部会で具体的な話し合いがなされることと

なりますが、町民の皆様とともに、新たしい中学校をつくり上げるという考えのもと、

これまでのご経験等を踏まえて、それぞれのお立場からのご意見をいただけるものと期

待しているところであります。 

      次に、町内各地の道路等整備事業の動向について申し上げます。 

      初めに、県道相馬亘理線改良工事についてですが、坂元川及び戸花川橋梁部、新浜地

区に加え、福島県境から町道上平磯線の区間等、順次工事が進められておりますが、工

事未着手区間につきましても、年度内に盛り土工事の発注を予定していると伺っており

ます。 

      また、国道６号の高瀬交差点改良とゴルフ場出入口右折レーン整備についてですが、

昨年度仙台河川国道事務所において発注しましたところ、残念ながら入札不調が２回続

いたことから、今年度へ事業が繰り越しされており、現在再度入札、公告に向け手続中

であると伺っております。 

      なお、仙台河川国道事務所において、やまもと夢いちごの郷周辺ののり面及び国道用

地にシバザクラ等の植栽をしていただきました。関係者のご協力をいただきながら、施

設への来場者や町に訪れた方々に楽しんでいただけるスポットとなることを期待してお

ります。 

      次に、企業誘致等の状況についてですが、新浜地区への進出が予定されている太平洋

ブリーディング株式会社の誘致につきましては、早期に事業用地を取得し、同社との立

地協定が図られるよう鋭意、地権者の方々との用地取得に係る同意徴集を進めており、

全筆同意まで、数名を残すまでとなりました。 

      今後、太平洋ブリーディング株式会社との協議を重ね、地権者との用地の取得契約に

移行しますが、一日も早い立地に向け、引き続き全力で取り組んでまいります。 

      次に、沿岸部における土地の整序化と営農再開を目的とした山元東部地区農地整備事

業についてですが、昨年、山元東部地区では水田の整備工事が完了し、ほ場は大区画の

整形田に生まれ変わりました。さらに、揚水機場等のかんがい施設の整備によって、安

定した用水供給も可能になり、今年２作目の実りに向けて、出納の作付が行われました。 

      また、昨年の営農再開以降も補完工事や暗渠排水工事を実施し、その都度課題解決に

取り組んできたことで、今年は、昨年以上に営農環境が向上したため、秋の収穫が期待

されるだけではなく、今後は転作といった土地利用についても可能性が広がりました。 

      さらに、沿岸部の排水対策ですが、施設等の排水対策工事もいよいよ今年度で完了の

見通しとなり、安心して営農できる環境が整うとともに、震災前からの長年の課題であ

った排水問題も解消するものと考えております。 

      最後に、第６次山元町総合計画策定事業の進捗についてですが、これまで審議会等で



-6- 

御意見をいただきながら、進めているところでありますが、先月下旬には、議会全員協

議会においても、基本構想案及び基本計画案をお示ししたところであります。 

      町といたしましては、審議会での審議はもとより、住民の皆様や、議員各位から幅広

くご意見をいただきながら、引き続き、全力で取り組んでまいりたいと考えております。 

      以上、東日本大震災からの復興・創生に向けた最近の取り組みについてご報告申し上

げました。 

      引き続き、我が町の復興・創生に向けてチーム山元一丸となり、全力で取り組んでま

いりますので、委員各位におかれましても、これまで同様、ご理解とご協力を賜ります

ようよろしくお願い申し上げます。 

      それでは、本定例会においてご審議をいただく各議案の概要について、順を追ってご

説明申し上げます。 

      初めに、専決処分に係る報告関係について申し上げます。 

      報告第４号専決処分の報告については、山下浅生原線道路改良工事について、施工内

容や数量に軽微な変更が生じたことに伴い、変更契約を締結いたしましたので、これを

報告するもの、報告第５号繰越明許費繰越計算書については、さきの議会定例会におい

てご可決いただきました平成３０年度一般会計補正予算の繰越明許費について、令和元

年度に繰り越しましたので、報告するもの、報告第６号事故繰越し繰越計算書について

は、関係機関との協議や地権者の相続人の所在確定に不測の時間を要したこと等により、

一部の事業が完了できなかったため、令和元年度に事故繰越ししましたので報告するも

の、報告第７号山元町水道事業会計予算繰越計算書及び報告第８号山元町下水道事業会

計予算繰越計算書については、関係地権者との協議に不測の時間を要したこと等により、

令和元年度に繰り越しましたので、報告するものであります。 

      次に、予算外の議決議案について申し上げます。 

      議案第３１号山元町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例については、国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律及び

公職選挙法の一部を改正する法律の施行に伴い、所要の改正を行うもの、議案第３２号

山元町手数料条例の一部を改正する条例については、不正競争防止法等の一部を改正す

る法律の施行に伴い、所要の改正を行うもの、議案第３３号東日本大震災に伴う山元町

国民健康保険税の減免に関する条例の一部を改正する条例については、東京電力福島第

一原子力発電所事故に伴う避難指示区域等における被保険者に係る国民健康保険税の財

政支援が延長されたことから、所要の改正を行うもの、議案第３４号山元町介護保険条

例の一部を改正する条例については、介護保険法施行令及び介護保険の国庫負担金の算

定等に関する政令の一部を改正する政令等の施行に伴い、所要の改正を行うもの、議案

第３５号平成３１年度山元町消防ポンプ積載車等更新事業に係る物品購入契約について

は、財産の取得について議会の議決を求めるもの、議案第３６号については、山元町坂

元合同庁舎解体工事に係る工事請負契約を締結するに当たり議会の議決の求めるもの、

議案第３７号については、漁港環境施設整備工事に係る工事請負契を締結するに当たり、

議会の議決を求めるもの、議案第３８号については、旧中浜小学校震災遺構保存整備工

事に係る工事請負契約を締結するに当たり、議会の議決を求めるもの、議案第３９号か

ら４０号については、町道の路線廃止及び認定について議会の議決を求めるものであり

ます。 
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      続いて、補正予算関係議案についてご説明申し上げます。 

      議案第４１号令和元年度山元町一般会計補正予算（第１号）（案）について申し上げ

ます。 

      今回の一般会計補正予算は、法改正や国・県補助金の内示額等に起因する経費等を補

助金交付決定ベースで予算化したほか、第２４回復興交付金申請により認められた埋蔵

文化財収蔵庫建設事業や津波避難誘導標識整備事業に係る経費等を計上しております。 

      また、債務負担行為の追加については、会計年度任用職員制度の施行に伴い、包括委

託契約を進める必要があることから、期間及び限度額を定めるものであります。 

      以上、ただいま申し上げました歳出予算に見合う財源としては、国・県支出金や震災

復興特別交付税、震災復興交付金基金等からの繰入金等を増額するとともに、最終的な

財源調整として財政調整基金の取り崩しを増額措置した結果、今回の補正額は、約２億

８，０００万円を増額し、総額１１６億４，０００万円余とするものであります。 

      議案第４２号令和元年度山元町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）（案）

について申し上げます。 

      歳出予算については、制度改正に伴うシステム改修費を計上するものであります。 

      歳出予算に見合う財源としては、財政調整基金の取り崩しを増額措置した結果、今回

の補正額は、約３００万円を増額し、総額１８億２，０００万円余とするものでありま

す。 

      議案第４３号令和元年度山元町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）（案）につ

いて申し上げます。 

      法令の施行に伴う低所得者の介護保険料軽減強化により、保険料を減額するとともに、

その減額分の補槇措置として、一般会計繰入金を増額するものであります。 

      以上、令和元年度第２回山元町議会定例会に提出しております議案の概要についてご

説明申し上げましたがが、各種議案等の細部につきましては、さらに関係課室長に説明

をさせますので、よろしくご審議の上、ご可決を賜りますようお願い申し上げます。 

      私からは以上でございます。 

議 長（阿部 均君）これで提出議案の説明を終わります。 

                                             

議 長（阿部 均君）日程第４．報告第４号を議題とします。 

      本案について報告を求めます。 

建設課長（佐藤 誠君）はい、議長。報告第４号専決処分の報告について、ご説明申し上げます。 

      地方自治法の規定に基づき議会の議決により指定された町長の専決処分事項について、

別紙のとおり専決処分したので、報告するものであります。 

      議案の概要につきましては、第２回議会定例会配布資料№１で説明申し上げますので、

ご準備をお願いいたします。 

      本件は、山下浅生原線道路改良工事に関し、契約内容の一部に変更を生じたことから

変更契約を締結したものでございます。 

      順を追って説明いたします。 

      １．契約の目的、２．契約の相手方につきましては、記載のとおりでございます。 

      ３．契約金額でございますが、全て消費税込みで、原契約４，４２８万３，２４０円、

変更後４，６０３万６，０８０円、１７５万２，８４０円の増、３．９６パーセント増
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でございます。 

      工事の場所は、山元町山下地内となっております。 

      ５番、変更分の工事の概要でございます。舗装盤撤去が原契約３６立米に対しましま

して、変更で１０２立米、取付排水路Ｎ＝５カ所が新規項目となっております。 

      工期につきましては、記載のとおりで変更はございません。 

      ７番、変更理由でございますが、舗装盤の撤去を出来形数量で精算したことによる６

６立米の増、既存用水路と新設集水ますとを接続するため、取付排水路を追加したこと

のよる増でございます。 

      ２ページ目をご覧ください。 

      こちらは本工事の施工箇所及び範囲を示したものでございます。 

      ３ページ目をご覧ください。 

      ３ページ目と４ページ目にまたがっておりますが、こちらは今回の工事の平面図とな

っております。３ページ目の右側から４ページ目の左側にございます赤く着色したとこ

ろは今回の施工範囲、Ｌ＝１４０メートルとなっております。この範囲で既設の車道の

舗装盤の撤去をしておりますが、その厚みが当初想定よりも厚かったことから、３６立

米から１０２立米に増となったものでございます。また、図面の中に丸が５カ所書いて

おりますが、この５カ所につきまして、新設の排水ますに接続する部分の水路を増とし

たものでございます。 

      １ページ目に戻ります。 

      ８番、議決の経緯でございますが、記載のとおりでございます。 

      以上で報告４号専決処分の報告についての説明とさせていただきます。 

      よろしくお願いいたします。 

議 長（阿部 均君）報告第４号専決処分の報告について（工事請負契約金額の変更）を終わりま

す。 

                                             

議 長（阿部 均君）日程第５．報告第５号を議題とします。 

      本案について報告を求めます。 

企画財政課長（大内貴博君）はい、議長。それでは、報告第５号繰越明許費繰越計算書についてご

説明をいたします。 

      さきの３月議会におきまして明許設定をいたしました一般会計補正予算（第４号）に

つきまして、地方自治法施行令の規定に基づき具体的な繰越額をご報告させていただく

ものでございます。 

      １ページをお開き願います。 

      平成３０年度山元町一般会計繰越明許費繰越計算書でございます。 

      計算書の見方につきましては、左から順に予算の科目、事業名の欄となっており、続

いて金額欄にはさきの３月議会で設定いたしました繰越限度額を記載しております。こ

の繰越限度額の範囲において、平成３０年度決算に基づく確定した繰越額を記載したも

のが翌年度繰越額の欄となっており、財源内訳を右側の欄に記載しておりますのでご確

認願います。合計１８事業を実際に繰り越しております。 

      主な事業につきましてご説明をいたします。 

      まず第２款総務費第１項総務管理費の新庁舎移転支援事業、新庁舎備品等購入事業、
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電子計算システムリプレース更新事業については、新庁舎への引っ越し日が新年度にな

ったことから、繰り越しをしたものでございます。 

      次に、第６款農林水産業費第１項農業費のうち、東部地区土地利用整序化促進事業に

ついては、地権者等の同意取得に不測の日数を要したことから、繰り越したものでござ

います。 

      次に、第７款商工費第１項商工費については、企業誘致対象用地の地権者との用地交

渉に不測の日数を要したため、繰り越したものでございます。 

      次に、第８款土木費第２項道路橋梁費のうち、社会資本整備総合交付金事業について

ですが、こちらにつきましては、関連工事等の調整や、地権者との交渉に不測の日数を

要したため、繰り越したものでございます。 

      ２ページをご覧願います。 

      最後に、第１０款教育費第２項及び第３項の小・中学校エアコン整備事業については、

国の臨時特例交付金を活用して整備することになったエアコン整備事業について繰り越

したものでございます。 

      以上合計いたしまして明許繰越額の合計が１８億５，６８９万円余となってございま

したが、そのうち１８事業１７億４，５７２万円余を令和元年度に実際に繰り越したと

いうこととなります。財源内訳はご覧のとおりでございます。 

      説明については以上となります。 

                                             

議 長（阿部 均君）これから質疑を行います。   質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）質疑なしと認めます。 

                                             

議 長（阿部 均君）報告第５号繰越明許費繰越計算書について（平成３０年度山元町一般会計）

を終わります。 

                                             

議 長（阿部 均君）日程第６．報告第６号を議題とします。 

      本案について報告を求めます。 

企画財政課長（大内貴博君）はい、議長。それでは、報告第６号事故繰越し繰越計算書についてご

説明いたします。 

      こちらも地方自治法施行令の規定に基づき具体的な繰り越しの額を報告させていただ

くものでございます。 

      １ページをお開き願います。 

      平成３０年度山元町一般会計事故繰越し繰越計算書でございます。 

      いわゆる突発的な事象により年度内に支出が終わらなかったため、やむを得ず翌年度

に繰り越しするものにつきまして、その理由等を説明するものでございます。計算書に

つきましては、左から順に予算科目、事業名、昨年度中の支出負担行為額、その隣には

支出状況を記載しております。また、繰越額及びその財源内訳に続いて、表の一番右の

欄にそれぞれの事業についての繰り越し理由を記載しておりますのでご確認願います。 

      平成３０年度から令和元年度に事故繰り越しするものは４件となっております。 

      まず第８款土木費第２項道路橋梁費、社会資本整備総合交付金事業でございます。表
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の中央、翌年度繰越額の欄にありますとおり１億２，３９２万円余を事故繰り越しする

ものでございます。その理由でございますが、頭無西牛橋線橋梁整備工事並びに高瀬笠

野線道路改良工事において地権者との調整等に不測の日数を要し、年度内の完成が困難

となったものでございます。 

      続きまして、第１１款災害復旧費第１項公共土木施設災害復旧費でございます。事業

名公共土木施設単独災害復旧事業については、１３万円余を事故繰り越しするものでご

ざいます。その理由でございますが、相続人の所在確定に不測の日数を要したことによ

り、年度内の用地買収が困難となったものでございます。 

      次の公共土木施設補助災害復旧事業につきましては、２，３５６万円余を事故繰り越

しするものでございます。その理由でございますが、影倉橋橋梁災害復旧工事において、

計画変更協議に時間を要したことにより、年度内の完成が困難となったものでございま

す。 

      第１０項その他施設災害復旧費につきましては、３，８４４万円余を事故繰り越しす

るものでございます。その理由につきましては、山下地区地域防災崖崩れ対策工事にお

いて、崖崩れ対策範囲の見直しにより遅れが生じたことによりまして、年度内の完成が

困難となったものでございます。 

      以上、事故繰り越しの合計額でございますが、１億８，６０６万円余、財源内訳とい

たしましては国・県支出金が１億１，２２０万円余、地方債２，１１０万円となってお

ります。 

      説明については以上でございます。 

                                             

議 長（阿部 均君）これから質疑を行います。   質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）質疑なしと認めます。 

                                             

議 長（阿部 均君）報告第６号事故繰越し繰越計算書について（平成３０年度山元町一般会計）

を終わります。 

                                             

議 長（阿部 均君）日程第７．報告第７号を議題とします。 

      本案について報告を求めます。 

上下水道事業所長（大橋邦夫君）はい、議長。それでは、報告第７号山元町水道事業会計予算繰越

計算書についてご説明申し上げます。 

      平成３０年度山元町水道事業会計予算の繰り越しにつき、別紙のとおり報告するもの

です。 

      次ページをお開きください。 

      地方公営企業法第２６条第１項の規定による建設改良費の繰越額でございます。款、

項、事業名の順にご説明いたします。 

      １款資本的支出１項建設改良費、事業名は、老朽管更新工事となります。予算計上額

は５，２０６万４，０００円、支払い義務発生額が３，６４２万４，８６１円、翌年度

へ繰り越した額が１，５５０万円、財源内訳は記載のとおりでございます。なお、不用

額は８万９，１３９円。説明といたしまして、繰り越しの理由が、関係地権者との協議
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に不測の日数を要したためでございます。 

      説明は以上でございます。 

                                             

議 長（阿部 均君）これから質疑を行います。   質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）質疑なしと認めます。 

                                             

議 長（阿部 均君）報告第７号山元町水道事業会計予算繰越計算書についてを終わります。 

                                             

議 長（阿部 均君）日程第８．報告第８号を議題とします。 

      本案について報告を求めます。 

上下水道事業所長（大橋邦夫君）はい、議長。それでは、報告第８号山元町下水道事業会計予算繰

越計算書についてご説明申し上げます。 

      平成３０年度山元町下水道事業会計予算の繰り越しにつき、別紙のとおり報告するも

のです。 

      次ページをお開きください。 

      地方公営企業法第２６条第１項の規定による建設改良費の繰越額でございます。水道

事業会計同様、款、項、事業名の順にご説明いたします。 

      まず、１款資本的支出１項建設改良費のうち、事業名が汚水管更新工事等について。

予算計上額は６，５２５万４，０００円、支払い発生義務が４，８５６万５，１４４円、

翌年度へ繰り越した額が１，５００万円。財源内訳は記載のとおりでございます。不用

額は１６８万８，８５６円となります。繰り越し理由といたしましては、関係地権者と

の協議に不測の日数を要したためでございます。 

      次に、同じく１款の資本的支出１項建設改良費のうち、事業名が、山元浄化センター

汚泥脱水設備改築工事についてでございます。予算計上額は１億円、支払い義務発生額

はゼロ円です。翌年度へ繰り越した額が１億円、財源内訳は記載のとおりでございます。

不用額はございません。繰り越し理由につきましては、施工に伴う基本計画の策定、変

更、こちらは更新機器の配置、維持管理業者との調整などでございます。こちらに不測

の日数を要したためでございます。 

      説明は以上でございます。 

                                             

議 長（阿部 均君）これから質疑を行います。   質疑はありませんか。 

      １番岩佐哲也君の質疑を許します。 

１番（岩佐哲也君）ただいま説明いただきましたが、繰り越し１，５００万円、この理由はわか

りました。この不用額１６８万８，０００円、これはなぜ不用額が発生したのか、この

明細についてご説明いただきたいと思います。 

上下水道事業所長（大橋邦夫君）はい、議長。こちらですね、予算計上額のうち、支払い義務発生

額、こちらには消耗品なども全て含めておりますので、消耗品などの不用額、あるいは

人件費等で時間外の不用額、こちらも全て含めた額となっておりますので、ご理解いた

だきたいと思います。 

１番（岩佐哲也君）その内訳、人件費とか、その消耗品、どのぐらいにみててどれくらい不用が
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生じたのかと、わかれば、概略で結構ですから、１６８万円の内訳ですね。 

上下水道事業所長（大橋邦夫君）大変申しわけありません。詳細の資料は今持ち合わせておりませ

んので、時間をいただければ準備いたしますのが……。 

 １番（岩佐哲也君）後で結構ですので、今でなくてよろしいですが、いずれ議会のほうに提出い

ただければと思います。以上です。 

議 長（阿部 均君）ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議 長（阿部 均君）これで質疑を終わります。 

                                             

議 長（阿部 均君）報告第８号山元町下水道事業会計予算繰越計算書についてを終わります。 

                                             

議 長（阿部 均君）以上で本日の議事日程は全て終了しました。 

      本日はこれで散会します。 

      次の会議は６月１１日１０時開議であります。 

      大変ご苦労さまでございました。 

午前１０時５４分 散 会 

                                             


